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HealthCare Implementation グループ -Vision-

Our Mission

 我々はヘルスケア・福祉の現場におけるマネジメントを科学します。

 我々はヘルスケア・福祉の現場における生産性向上や業務効率化に向けた取組をマネジメントの
視点から支援します。

 我々の支援のゴールは、クライアントの組織に自律的に機能する仕組みを構築することです。
常に現場の目線に立ち、ゴールまでまで伴走します。

Vision

「ヘルスケア・福祉の現場」を子供たちの憧れの仕事に
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国（厚生労働省／経済産業省／・・・）

外郭団体（AMED／NEDO／・・・）

自治体（東京都／埼玉県／・・・）

介護・障害者施設

業界団体

リビングラボ

製薬・医療機器メーカー

ベンチャー企業

アカデミア・研究機関

実証事業
調査事業
モデル事業

政策提言
調査結果

実証フィールドマッチング
調査結果・事業戦略・PoC
実証データ

調査業務依頼
コンサルテーション依頼
フィールドマッチング依頼

実態調査
伴走型コンサル

生産性向上
テクノロジー実装

現場課題・ニーズ
実証データ

Policy

Needs Seeds

我々は自らを行政と現場との結節点に位置付け、情報のハブ機能と集積機能を担い、Needs、
Seedsの両面から現場の生産性向上に向けた取組を支援します。また現場のあらゆる取組で得られた
情報を分析し、行政への提言を通して次の政策へと繋いでいきます。

HealthCare Implementation グループ -Positioning-

NTTデータ経営研究所

HealthCare
Implementation

Group
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自己紹介：山内 勇輝

株式会社NTTデータ経営研究所
情報未来イノベーション本部 先端技術戦略ユニット
HealthCare Implementation Group 
シニアコンサルタント 山内 勇輝

■近年の主な実績

• 介護領域における調査研究および政策提言
• 介護ロボット・ICTの新規開発
• 現場領域における生産性向上・業務改善コンサルテーション

■専門分野

2021年 介護ロボットニーズ・シーズマッチング支援事業（厚生労働省）

2020年~ 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業（厚生労働省）

2020年 平成31年度 介護ロボット効果実証導入促進事業（埼玉県）

2020年 令和2年度「次世代介護機器の活用支援事業」に係るアドバイザー業務委託（東京都福祉保健財団）

2019年 2040年に向けたロボット・AI等の研究開発、実用化に関する調査研究事業（厚生労働省）
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介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォームについて
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介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム

https://www.kaigo-pf.com/
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相談窓口の取組

各種相談への対応

介護ロボットの試用貸出

体験展示

研修会の開催
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試用貸出リスト

file:///C:/Users/adachik/Desktop/trial_list.pdf
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相談窓口の事例：
青森県社会福祉協議会 青森県介護啓発・福祉機器普及センター

相談内容
詳細

利用者の自立支援と介護者の負担軽減のため、福祉機器や介護ロボットを活用したノーリフトケアに介護施設全体
で取り組みたい。
そのために、機器を活用したケアの方法や、機器の選定方法、活用可能な補助金等について教えてほしい。

工夫点・
気づき

かしこまって相談というよりも、気軽に電話を頂いたり、足を運んでいただく中で、機器や事例の紹介を通じて選択肢や
視野を広げていただく中で、施設の課題に合った機器の選び方・使い方を見つけていただきたいと考えている。
参考） http://robot-pf.aosyakyo.or.jp/news/%e5%b0%8e%e5%85%a5%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%b4%b9%e4%bb%8bvol-1/

相談者の声
・導入を検討し始めた際は、わからないことはなんでも気軽に電話して教えてもらえた。
・先進的な施設を実際に見ることができたお陰で、機器の活用方法が具体的にイメージ出来た。

対応内容・
結果

【対応内容】
・機器を活用してノーリフトケアを先進的に実践している施設を
紹介し、見学を斡旋

・貸出やデモンストレーションを行うことができるメーカーを紹介
・ロボットや通信環境の整備に活用可能な補助金制度を紹介

【対応結果】
・ロボットを導入した事で、利用者のADLが良くなる事例や、
施設職員から体の負担が減ったという声が出てくる。

・職員からボトムアップで機器を提案する等、職員による主体的
な取組が増えた。

http://robot-pf.aosyakyo.or.jp/news/%e5%b0%8e%e5%85%a5%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%b4%b9%e4%bb%8bvol-1/
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介護ロボットの製品評価・効果検証

開発中のロボットの安全性や使用効果の
評価・検証を実施します

リビングラボの取組

介護現場での実証支援

実証時の評価・データ分析方法の
専門的・技術的な助言をします
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リビングラボの紹介‐全国８施設
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高齢者世帯が生活する実環境を模した実証研究施設で、複数の評価・解析機器が整備されており、
紹介や実証試験も実施可能。

リビングラボの紹介：
藤田医科大学 ロボティックスマートホーム・活動支援機器研究実証センター
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リビングラボの事例：
国立長寿医療研究センター 健康長寿支援ロボットセンター
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地域の特性に根差した課題解決に向けた取組み
東北Kaigo-Tech実践研究会

以下より参加申し込みをいただけます
https://586f057e.form.kintoneapp.com/public/6e081370543d6990e91bd4be43f7c8e5811aa9af26a7de1689ea25b8d84d40c7

テクノロジーを活用した介護研究の成果を東北から全国に発信すること、介護現場と開発企業が密に
連携する開発の場をつくり、地域の現場課題をとらえたテクノロジー開発の加速を目指す研究会を設立

 青森県相談窓口、岩手県相談窓口、
東北大学青葉山リビングラボによる取組みの
一貫として実施し、世話人会によって企画・運営

 介護現場における取組みや工夫を発信、共有する
ことで、同一地域における課題解決に役立つ事が
期待されるとともに、他の地域独自の課題解決にも
貢献すると期待
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相談窓口とリビングラボ活用の流れ

実証フィールド

相談窓口

開発企業介護施設

リビングラボ

紹介

取次

相談 対応 相談 対応

対応
直接相談

も可能

①お住まいの地域の相談窓口へアクセス

（電話・メール等での予約または、予約なく訪問も

可能）

②相談窓口にて各種サービスの概要及び必要な手続きを

案内

③相談内容に応じて介護ロボットに関する各サービス

（相談対応、試用貸出、体験展示、研修会）を利用

④（開発会社の方は）相談窓口より取次を受けた上で

、リビングラボの各サービス（製品評価・効果検証、

介護現場での実証支援）を利用

相談窓口・リビングラボの活用の流れ



© 2022 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 16

16

ニーズ・シーズマッチング支援事業について



©2022 令和3年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業
17

ニーズシーズマッチング支援事業とは

https://www.kaigo-ns-plat.com/
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ニーズリスト及びロボット案のリスト

https://viewer.kintoneapp.com/public/3adf9ca96dd611a051052ed2ef61064a4f350fa2c76c55a2695c533b600fde50#/
https://viewer.kintoneapp.com/public/5a2fd6d6dbe6694a6acdf89cd6676f21#/
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ニーズリスト：排泄支援

No. 分野 ニーズのタイトル コロナ対応 LIFE対応 生産性向上 在宅支援

04 排泄支援 個別排泄支援につなげるための排泄パターンの把握 該当あり 該当あり 該当あり

06 排泄支援および移乗支援 トイレ・ベッドでの移乗介助時の腰部の負担軽減 該当あり

13 排泄支援 在宅高齢者の排泄状態・リズムの把握 該当あり 該当あり

18 排泄支援（排尿予兆の感知） 高齢者の尿意の表出 該当あり 該当あり

25 排泄支援（非装着）
排泄時の移乗介助（車いす⇔便座）・立位保持にお
ける介護者の身体的負担

該当あり

27 排泄支援 狭小スペースにおける排泄介助 該当あり 該当あり

30 排泄支援（または見守り支援） 個室トイレ内での転倒防止 該当あり 該当あり

32 排泄支援
高齢者の自立意欲の確保や介護負担軽減を目的とし
た排泄時の衣類脱着支援

該当あり 該当あり

37 排泄支援（排泄物処理、動作支援）
ポータブルトイレの重さ、におい、排泄処理、利用者の
安全性・プライバシーの確保

該当あり 該当あり

40 排泄（排便）支援 排泄確認による睡眠障害と業務の効率化 該当あり 該当あり

41 排泄支援
ストーマの排便貯留量の把握 -自己管理能力の低下
したオストメイト支援のために-

該当あり 該当あり 該当あり 該当あり

https://viewer.kintoneapp.com/public/00000a0a035eb8328fa17af3135bc559#/

https://viewer.kintoneapp.com/public/00000a0a035eb8328fa17af3135bc559#/
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マッチング支援の流れ
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マッチング支援の種類

47都道府県
協議会
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ニーズ・シーズマッチング支援の事例

マッチングサポーター
対応内容

• 介護現場のニーズに即したデータの見せ方、データ記録の取り方など、現場での
利用方法について助言を行った。

• 介護現場で要望が多い生体情報（体温、血圧、心電図など）や求められる
センシング技術等について説明を行った。

• データを介護記録に直接入力出来るようになると、転記作業が不要となり業務
負担軽減に繋がるアドバイスを行った。

相談内容

• 夜間の見守り業務における精神的・身体的負担について、現場ニーズが知りた
い。

• センシング技術を活用したデータ収集と、レポート機能の活用が求められる介護
現場のニーズがあるか知りたい。

今後の流れ
• ニーズや評価手法に関する相談、実証の準備を行いたい。介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業を利用して、リビン
グラボへ相談を行いたい。実環境における見守りシステムの実用性評価を準備中。

企業の反応 • マッチングサポーターの専門的な知識で、介護現場のニーズやロボットに関する見識を深めることができた。

相談企業
• 株式会社ツカモトコーポレーション（和装関連商品の加工及び販売）
• 参入状況：介護ロボット（見守りセンサー）を自社開発している
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NSマッチング支援事業は、介護ロボット開発検討～開発段階において、企業が介護現場の課題を把握するための
支援を行うものです。

■ 介護ロボットの開発プロセスにおける企業に対する介護プラットフォーム事業の支援内容

プラットフォーム事業とニーズ・シーズマッチング事業

開発検討
開発

（プロトタイプ開発/効果検証/実証等）
上市

利用者の特性データやニーズに基づい
て、開発する機器の機能や開発計画
を検討

要求機能や開発計画を見直しながらプロトタイプ・試
作機を開発し、安全性/効果の検証や実証を行い改
良を重ねる

改良を終え、製品とし
て市場に投入、販売
を開始

開発
企業

介護ロボットの開発プロセスを切れ目なく支援

ニーズ・シーズマッチング支援事業

介護ロボットプラットフォーム事業 リビングラボ

•介護現場の課題・ニーズとのマッチング支援
•開発企業同士のマッチング支援

•コンセプト設計、ニーズ反映方法等に関する助言
•安全性、効果の検証、実証に向けた支援

実証フィールド

PF
事業

相談窓口
• ロボットの導入支援
• ロボット全般の普及啓発• 実証施設の提供
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